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作られたときにこの飲み物がもたらす至福の状態を描き出す 1） 。 
オノレ・ド・バルザックは文章を書き始める前に必ず 5 杯から 7 杯のコーヒーを飲んでいた。
彼は一生の間におよそ 5 万杯のコーヒーを飲んだことが確かめられている 2） 。
　ここにある「5 万杯」をどう算出したのかはなはだ疑問であるが、バルザックが 30 年間コー
ヒーを飲み続けたとして、一日 5 杯で計算すると 54,750 杯になる。恐らくはそういう数値だろう。





























いう医者による『コーヒー愛好家必携』Manuel de l’amateur de café （1828）4）によると、コー















































れません。（1836 年 3 月 24 日） 7）
すべてが煩わしいです。何もできません。食事は十分にとっていますがやせてきています。
コーヒーは私の脳に何の効果も生み出しません。毎晩軽い熱の発作があり、気分が悪いので






方が 1847 年に書かれたもので、二つの手紙の間には 10 年以上の開きがある。しかもこれと同じ
ようなことが書いてある手紙は、バルザックの生涯にわたって何十と見つかるのである。早いも
のでは 1832 年の母親への手紙で「コーヒーのおかげで胃が痛みます」8）と嘆き、1833 年には友
人の女性であるズュルマ・カローへの手紙で「徹夜とコーヒーのおかげで私は死んでしまいそう









めにそこから何を引き出せるかを計算しているわけなんだ。（1819 年 9 月 Corr.,  t. I, p. 42） 
　また彼は同じ年の別の手紙で、暖炉にコーヒーが散乱していることに心を痛め、日常生活の営







私は昼夜を分たず仕事し、コーヒーだけを飲んで生きています。（1831 年 5 月 18 日 Corr.,  
t. I, p. 530）
私が途方もない量のコーヒーを飲んでいるせいで、あの恐ろしい胃の痛みが再び襲って









ヒーを 2 杯飲みましたが、まるで水を飲んでいるようなものです。（1837 年 11 月 7 日 L.H.,  









く別物です！　体に害を及ぼすことなく精神的な効果だけが得られるのです。（1847 年 7 月




















































　まず『近代興奮剤考』を取り上げる。『社会生活の病理学』Pathologie de la vie sociale の一部

































































ル版バルザック全集のデュクルノーの注 17） によれば、これは Chaftal の誤りで、北フランスで
広く使われていた二つの部分をはめ込んで使うコーヒーポットを指すそうであるが、その情報の
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